
 
 
 
                                           校長 松田 宏明 

 

夏休みが終了し、子供たちが学校に戻ってきました。初日は雨の中での登校となりましたが、

元気に登校してくる子供たちで学校は活気に満ちあふれました。また、休み中の思い出や子供た

ちの作品発表交流で、各々の夏休みをみんなで共感することができました。 
 夏休みに入る前の全校朝会で、私は子供たちに二つの話をしました。一つ目は、人生は選択の

連続であり、大切な時に「本気」を発揮して「心のスイッチ」を入れ、よりよい選択をしてほし

い、ということ。二つ目は「５つのしてはいけないこと（危険・迷惑・失礼・ずるい・だらしな

い）」に気をつけて過ごすことです。子供たちの３１日間はいかがだったでしょうか？ご家庭で

の温かい見守りに心より感謝いたします。 
 
さて、今、あらゆる場面で「Well-being（ウェルビーイング）」という言葉が注目されていま

す。ウェルビーイングとは、WHO（世界保健機関）による定義では、「身体的・精神的・社会的

に良好な状態」、あるいは「満たされた状態」「幸せ・幸福」と訳される言葉です。  
この「幸せ」について、慶應義塾大学大学院・武蔵野大学 前野隆司教授は、多くの幸せの状

態を以下の４つの因子にまとめています。 
 
 第一因子 自己実現と成長（やってみよう因子）：目標をもち、達成したり・成長したりして 

いる状態。自主性や自己肯定感と深く関わっています。 
 第二因子 つながりと感謝（ありがとう因子）：多様な他者とつながり、感謝や親切な心をも 

っている状態。豊かなつながりが、幸福度を高めます。 
 第三因子 前向きと楽観（なんとかなる因子）：物事をポジティプに捉え、細かいことを気に

しない状態。自己受容や楽観性と関連しています。 
 第四因子 独立と自分らしさ（ありのままに因子）：自分軸をもち、人と比べすぎずに自分ら

しく生きている状態。自分らしく生きることが重要です。 
 
学校は「子供たちの今と未来の幸せ（ウェルビーイング）」のためにあります。子供たちがこ

れからの社会を幸せに生きていくためには、子供が主役（主語）となり、前回も掲載しました

が、テスト等で数値化できる「認知能力」だけでなく、生きていくために必要な「非認知能力

（意欲、自主性、自己肯定感、自己管理能力等）」、すなわち、「幸せになる力」を自ら身につけ

ていく必要があります。 
しかし、自主性や自己肯定感といった非認知能力を育むことは、決して簡単なことではありま

せん。「自分は大切な一人だ」「人の役に立つってうれしいな。」「努力することで自分は成長でき

る。そして、可能性が広がり始める。」…。こうした子供たちの内なる思いや自信は、子供たち

を温かく包み込む周りの大人（学校・保護者・地域の方）の「よりよい関わり」があってこそ、

初めて豊かに育まれるものだからです。 
子供たちのウェルビーイングを実現するためには、学校・家庭・地域が思いを一つにし、固く

連携していくことが欠かせません。前期後半も、子供たちの輝く未来に向けて、本校の教育活動

への変わらぬご理解とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 
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